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1. はじめに 
日本語には、「外は寒いですよ」の「よ」や、「外は寒いですね」の「ね」のように文の
最後に付加される終助詞と呼ばれる機能語彙がある。これらの「よ」や「ね」は、話し手
の聞き手に対する伝達意図が言語化されたもの（廣瀬 1997）であり、日本語の会話の中で
重要な役割を果たす。そのため、これまで多くの研究者がその統一的な説明を試みてきた
（大曽 1986、蓮沼 1988、神尾 1990、益岡 1991、片桐 1995、井上 1997、伊豆原 2001、加
藤 2001など）。また、「外は雨だよね」の「よね」も終助詞に分類されるが、「よ」や「ね」
とは異なり、その機能は統一的に説明されておらず、用法を分類することにとどまってい
る。そこで、本稿では「よね」に統一的な説明を与えることを目的とする。 
さらに、終助詞は日本語に特有のものではないのだが、英語には日本語の終助詞に直接
対応する文法形式がない（神尾 1990、廣瀬 1997、廣瀬・長谷川 2010）。したがって、日本
語の「よね」は、英語の付加疑問文、命令文、平叙文など様々な形式に対応しうる。しか
し、「よね」の表す意味が、英語ではどのような形式で表現されているのか、という点はこ
れまで真剣に論じられてこなかった。そこで本論文では、英語には「よね」に直接対応す
る形式がないからといって「よね」によって表される含意が、英語で完全に無視されると
いうわけではないと仮定し、どのような機能的側面が英語の形式の選択に関わっているの
かを明らかにする。 
 
2. 「よね」について 
第 2章では、「よね」は「(i)話し手は命題内容が真であると判断し、(ii)その最終的な真偽
判断を聞き手にゆだねたことを示す働きをする」という仮説を立て、その妥当性を証明し
た。まず、「よね」には「(i)命題内容が真であると判断する話し手の心的態度が含まれる」
という点に注目して分析を行った。次の例を参照されたい。 
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(1) [担任教諭が保健室に行った生徒がいるかどうか知らない場面] 
* 今日、この中で保健室に行った人いますよね？ 
 
(1)の場面では、話し手である教師は当該命題内容「今日、この中で保健室に行った人がい
る」が真であるとも、偽であるとも知らない。このように、話し手が、命題内容が真であ
ると判断できない文脈では、「よね」を伴う文を用いると不自然である。 
これとは対照的に、全く同じ表現が(2)のような文脈では適切になる。 
 
(2) [担任教諭が保健室に行った生徒がいることを事前に知っている場面] 
今日、この中で保健室に行った人いますよね？（誰ですか？） 
 
(2)は(1)とは異なり、話し手である教師が、自分のクラスに保健室を利用した生徒がいると
いうことを(2)の発話以前に把握している場面である。つまり、話し手は命題内容が真であ
ると知っている。このように、話し手が命題内容が真であると判断できる文脈では、「よね」
の使用が容認される。(1)と(2)の例から、問題となっている命題内容に対して、話し手が真
であると判断できる文脈にあるとき、「よね」の使用が可能になることがわかる。 
次に、「よね」の「(ii)最終的な真偽判断を聞き手にゆだねる」という点の妥当性を示し
た。ここでの議論で重要となるのは、聞き手に真偽判断を委ねられる場面と解釈できるか
否かということである。つまり、上記の仮説に基づけば、聞き手に真偽判断を委ねること
ができる場面では、「よね」の使用が容認されるが、逆に聞き手に真偽判断を委ねることが
できない場面では、「よね」の使用が認められないということである。この点に注目しなが
ら、まず(3)の「感覚」に関わる例を参照されたい。 
 
(3) （あなたも）お腹痛いよね。 
 
(3)は、聞き手にお腹が痛いかどうかを問うている場面である。ここで「痛い」という感覚
について言えば、痛みを感じているかどうかは、痛みを感じている本人しか分からない。
そのためこの場面において、聞き手は「お腹が痛い」という命題内容の真偽判断を下せる
立場にいると考えられる。これにより、この場面は、話し手が命題内容の真偽判断を聞き
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手にゆだねることができると解釈できるため、「よね」を用いることができる。 
逆に、聞き手が命題内容が真であると判断できない立場にいる場合、話し手は命題内容
の真偽判断を聞き手にゆだねることができなくなるため、「よね」は容認されない。(4)を
参照されたい。 
 
(4) * （私は）お腹痛いよね。 
 
先ほども述べたとおり、「痛い」という感覚については、痛みを感じているかどうかは、痛
みを感じている本人にしか分からない。(4)の話し手は話し手自身の腹痛について述べてお
り、聞き手はそれに対する真偽判断を下せる立場にない。そのため、話し手は当該命題内
容の最終的な真偽判断を聞き手にゆだねることができず、結果として「よね」の使用が容
認されなくなる。 
以上のような分析を基に、第 2章では「よね」の新たな談話機能の仮説を提案し、その
妥当性を証明した。そしてこれまで分類されるにとどまってきた「よね」の用法に統一的
な説明を与えた。また本章の最後に、「よね」が「よ」に「ね」を付加させることによりで
きた複合的な終助詞であるとみなすよりも、「よ」と「ね」とは独立した一つの終助詞であ
るとする方が妥当であることを示した。 
 
3. 「よね」に対応する英語表現 
第 3章では、日本語の「よね」を伴った文が英語ではどのように表現されているのかを
みた。実際に日本語から英語に翻訳された小説を観察してみると、「よね」を伴った表現は、
英語では様々な形式で表現されていることがわかる。本稿では、「よね」を伴う文が、英語
で、付加疑問文、yes-no疑問文、命令文、平叙文で表現された例を取り上げた。そして、
「よね」の談話機能のうち、文脈上とくに焦点が当たった部分を表現できる英語の形式が
選択されていると主張した。 
具体的には、3.2.1節では、「よね」の談話機能のうち、①(i)と(ii)のいずれにも焦点が当
たった場合、②(ii)のみに焦点が当たった場合、③(i)のみに焦点が当たった場合の三種類に
分けて英語の翻訳を分析した。例えば、「ねえ、あなた嘘つく人じゃないわよね？」という
日本語が、英語では付加疑問文を用いて‘Say, you wouldn't lie to me, would you?’と翻訳され
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ている例がある。Quirk et al（1985）によれば、付加疑問文は話し手が真であると断定した
命題内容が、本当に正しいのかどうかを聞き手に求める機能を果たす。これにより、その
場面において話し手は、聞き手は嘘をつく人ではないという命題内容が真であると判断し
つつ、最終的な真偽判断を聞き手に求めていると解釈できる。つまり、日本語の「よね」
を構成している(i)と(ii)の両方の談話機能に焦点があたり、英語では類似する機能を持つ付
加疑問文という形式で表現されているといえる。Yes-no疑問文、命令文、平叙文について
も同様の観点から分析を行った。 
また、3.2.2 節では、「よね」の定義には直接現れない側面に焦点を当てた英語の形式の
選択について言及した。特に、「よね」の談話機能から出てくる「断定を弱める」という効
果に注目して、「そこまではたしか手紙に書いたわよね。」が ‘I believe I wrote you this much 
in a letter,’に、「でもあなたは素直な人よね。」が‘I must say but you are the straightforward type.’
に翻訳されている例を分析した。 
 
4. まとめと今後の課題 
本稿では、日本語の終助詞「よね」の意味を統一的に説明することを目的とし、第 2章
では新たな「よね」の談話機能を提案し、その妥当性を証明した。第 3 章では、2 章で提
案した「よね」の機能を基に、どのような基準で「よね」に対応する英語の表現形式が選
択されているのかに注目して日英比較を行った。第一に、本論文が提案した「よね」の談
話機能のうち、文脈上(i)と(ii)のどの部分に焦点が当たっているのかに応じて、英語の表現
形式が選択されている場合について分析した。続いて、「よね」の定義には直接現れない側
面、すなわち断定を弱めるという側面に焦点を当てた、英語の表現形式が選択される場合
を分析した。いずれの場合も、本稿の第 2章で提案した「よね」の談話機能に基づくこと
により、どのような基準で当該の英語表現が選択されたのかが明確になると主張した。 
最後に、「私、カラオケ嫌いなんだよね。」のように一見すると、2章で提案した「よね」
の定義では説明することができないように思われる例がある。しかしこれは「私、カラオ
ケ嫌いだよね。」というように「なん」を省略すると不適切な発話になることから、「のだ」
文との共起が関わってくる問題であると主張した。このような「のだ」文と「よね」の共
起に関する事実を説明することは、本稿の議論の範囲を超えるので、今後の課題とする。 
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Abbreviations 
 
The following abbreviations are used in the examples in this thesis: 
 
Acc Accusative case marker 
Cop Copular 
Dat Dative case marker 
Gen  Genitive case marker 
Imp Impetrative marker 
IP Interactional particle other than the particles examined in this thesis 
N Nominalizer 
Nom Nominative case marker 
Past Past tense 
Polite Politeness marker 
Q Question marker 
Quot Quotative marker 
SFP Sentence-final particle 
Top Topic marker 
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Chapter 1 Introduction 
 
 
Japanese has several sentence-final particles (SFP) such as yo ‘I tell you’ and ne ‘you know.’  As the 
name indicates, the particles are attached to the end of sentences.  Consider sentences (1) and (2): 
 
(1) Soto-wa samui yo. 
outside-Top cold SFP 
‘It is cold outside, I tell you.’ 
(2) Soto-wa samui ne. 
outside-Top cold SFP 
‘It is cold outside, you know.’ 
 
These SFPs yo and ne grammaticalize certain information concerned with the context.
1
  Specifically, 
Masuoka (1991), for example, yo indicates that the speaker’s knowledge is different from the 
hearer’s, and ne is used to show that they have some information in common.  According to his 
proposal, the SFP yo in (1) represents that the speaker knows that it is cold outside and assumes that 
the hearer does not have this information.  SFP ne in (2) indicates that the speaker knows that it is 
cold outside, which the speaker assumes that the hearer also knows.  SFPs play a crucial role in 
conveying the speaker’s communicative intention (Hirose 1997).  Hence, they have been a research 
interest for a number of researchers (Oso 1986, Hasunuma 1988, Kamio 1990, Masuoka 1991, 
Katagiri 1995, Inoue 1997, Kinsui and Takubo 1998, Izuhara 2001, Kato 2001). 
Japanese has another SFP besides yo and ne.  Here is an example: 
 
(3) Soto-wa ame-da yone. 
outside-Top rain-Cop SFP 
‘It is raining outside, isn’t it?’ 
                                                 
1
 According to Levinson (1983:5), context includes “the identities of participants, the temporal and spatial 
parameters of the speech event, and the beliefs, knowledge and intentions of the participants in that speech event.” 
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In this example, the italicized element yone appears in the sentence-final position.  Yone is generally 
considered as a SFP (Izuhara 2003, Oso 2005).  If so, it follows that yone also grammaticalizes the 
speaker’s attitude toward the content of the information as with yo and ne.  In contrast to yo and ne, 
however, yone has not been discussed adequately.  Therefore, the question of what contextual 
information yone grammaticalizes has remained unanswered.  This thesis will address this question. 
In addition, although SFPs are not peculiar to Japanese, English has no precise counterpart 
expressions (Kamio 1990, Hirose 1997, Hirose and Hasegawa 2010).  As described below, the 
sentences with yone are expressed by various forms in English: 
 
(4) a. [W and M are talking about M’s hair style] 
W: Boku-wa imano hoo-ga suki da yo. […] 
I-Top current way-Nom like Cop SFP 
‘I prefer this hair style. […] ’ 
M: Hontooni soo omou? 
really so think 
‘Do you really think so?’ 
Boku-wa sarada-o tabe-nagara unazui-ta. 
I(=W)-Top salad-Acc eat-while nod-Past 
‘I(=W) nodded with eating salad’ 
M: Nee, anata usotukuhito zyanai wa yone? 
Hey you liar not IP SFP 
‘Hey, I don’t think that you are a liar. Am I right?’ 
b. W: I like you much better this way, […] 
M: You really think so? 
I nodded as I ate my salad. 
M: “Say, you wouldn't lie to me, would you?” 
 (H. Murakami, Norwegian Wood I) 
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The participants in (4), W and M, are talking about M’s hairstyle.  W praises M’s butch haircut and 
he says that he likes it.  Uttering the italicized sentence anata usotuku hito janai wa yone, M is 
confirming whether he is a liar or not.  In English, a tag question is selected as a corresponding 
expression to yone. 
Let us consider another example: 
 
(5) a. Sonouti gohan-ga taki agat-ta node, boku-wa nabe-ni 
soon rice-Nom boil finish-Past because I-Top pan-Dat 
abura-o siite sukiyaki-no yooi-o hazime-ta. 
oil-Acc grease sukiyaki-Gen preparation-Acc start-Past 
‘Soon, rice cooked, so I greased oil in a pan and started preparing for sukiyaki.’ 
R: Kore, yume zyanai wa yone. […] 
this dream not IP SFP 
‘I guess that this is not a dream. Am I right? […]’ 
W: Hyaku-paasento-no genzitu-no sukiyaki desu ne. 
hundred-percent-Gen reality-Gen sukiyaki Polite SFP 
Keeken-tekini itte. 
experience-like say 
‘It is one hundred-percent real sukiyaki, you know. From experience.’ 
b. The rice finished cooking and I oiled the pan for the sukiyaki. 
R: “Tell me this isn't a dream! […]” 
W: I’d say from experience this is one-hundred-percent reality, 
 (H. Murakami, Norwegian Wood II) 
 
In (5), W and R are preparing sukiyaki.  R is excited because she has not eaten sukiyaki for a long 
time.  In order to confirm whether this is a dream or not, she utters the italicized sentence Kore, 
yume janai wa yone, which includes yone.  In English, an imperative form is used as a 
corresponding expression to the Japanese sentence in question. 
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Here is one more example: 
 
(6) a. Onna-ni naru-no mo taihen yone. 
woman-Dat become-N too hard SFP 
‘I believe that it is not easy to become a woman. Don’t you think so?’ 
b. “It’s not easy being a woman.” 
 (B. Yoshimoto, Kitchen) 
 
The sentence in (6) is uttered by a speaker who was originally a man and has lived as a woman since 
his wife’s death.  Unlike the above examples, this sentence with yone does not seem to function as a 
confirmation because he knows by his experiences that to be a woman is hard.  Rather, he seems to 
seek agreement on his opinion, namely it is not easy being a woman.  In this case, the 
corresponding English expression is in a form of a declarative sentence. 
As seen from these examples, it is true that English does not have a particular form 
corresponding to yone.  Then, how does English represent the same meaning that yone indicates?  
In this thesis, I suppose that English does not necessarily ignore such meaning even if there is no 
English equivalent for yone.  Based on this supposition, I will clarify what aspects are relevant to 
the selection of English forms as indicated in (4b), (5b), and (6b) on the basis of the proposal of yone 
which I will give in chapter 2. 
The organization of this thesis is as follows.  Chapter 2 proposes a discourse function of 
yone, and exemplifies its validity.  On the basis of this proposal, chapter 3 compares Japanese 
sentences with yone to English sentences which the sentences with yone are translated into.  Then, I 
claim that when sentences with yone are translated into English, forms which can express an 
emphatic part in context are chosen in English.  Chapter 4 concludes the thesis. 
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Chapter 2 Sentence-final particle yone 
 
 
2.1. Introduction 
Much literature has concentrated on classification of the usage of yone (cf. Hasunuma 1995, Izuhara 
2003, Oso 2005), and they have not attempted to find the fundamental discourse function.  It may 
be true that yone is used to confirm whether the speaker is right or not as in (1), but it is not the whole 
story.  
 
(1) Kono kotae matiga-tteru yone? 
this answer wrong-be SFP 
‘I think this answer is wrong. Am I right?’ 
 
This chapter, on the other hand, will clarify the exhaustive discourse function which can 
include various usage of yone.  I will claim that yone indicates that the speaker assumes the relevant 
proposition to be true, and then she or he commits the hearer to its truth value.  
The structure of this chapter is as follows.  Section 2.2 overviews Hasunuma (1995), 
which is an early study on yone.  Section 2.3 proposes an underlying discourse function of yone and 
demonstrates its validity.  Based on the proposal, section 2.4 gives an explanation of individual 
usage of yone which Hasunuma (1995) provides.  Then, section 2.5 criticizes a compositional 
approach to the meaning of yone.  Section 2.6 summarizes this chapter. 
 
2.2. Literature review (Hasunuma 1995) 
This section briefly overviews Hasunuma (1995), which is a seminal study on yone. Hasunuma 
points out that there are two kinds of usage of yone as follows
2
:   
 
(2) a. confirming developed mutual agreement 
b. evoking a shared recognition 
                                                 
2
 Some previous studies classify the usage of yone into more than two categories (Izuhara 2003 and Oso 2005).  I 
will discuss some problems on their classification in chapter 4. 
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Let us consider each usage in detail below. 
First, I will take a close look at (2a).  Observe the following exchange: 
 
(3) A1: Tai-no okome-tte mazui ne. 
Thai-Gen rice-Top tasteless SFP 
‘Thai rice is tasteless, you know.’ 
B: Soo? Watasi-wa ano dokutoku-no kaori suki dakedo. 
so I-Top that unique-Gen flavor like but 
Karee-ni-wa totemo au-to omou. 
curry-Dat-Top very match-Quot think 
‘Is that so? I like its unique flavor. I think it goes well with curry.’ 
A2: [C-ni mukatte] Mazui yone. 
[C-Dat against] tasteless SFP 
‘(To C) I believe it is tasteless. Don’t you agree with me?’ 
C: Un. Tyotto ne. 
yes a little SFP 
‘Yes. A little, you know.’ 
(Hasunuma 1995: 392) 
 
The speaker A says that Thai rice is tasteless to B, who replies that she or he does not think so.  In 
order to confirm that A is right, she or he asks C for approval by uttering the sentence with yone.  
Hasunuma classifies this usage of yone into ‘confirming developed mutual agreement’. 
Now, let us examine the usage (2b).  Consider the following example: 
 
(4) [directing a taxi driver to her or his destination] 
Asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone. 
there-at mailbox-Nom see-Polite SFP 
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Sono sugusakino kado-o migi-ni magatte kudasai. 
That right over there corner-Acc right-to turn please-do 
‘You see a mailbox over there, don’t you? Turn right at the corner, please.’ 
(Hasunuma 1995: 393) 
 
In (4), the speaker is telling the taxi driver the way to her or his destination.  There is a mailbox 
which serves as a landmark, and the speaker notices it.  At the same time, she or he is assuming that 
the taxi driver does not notice the mailbox yet.  In an effort to evoke recognition of the mailbox, and 
confirm that the recognition is established, the speaker utters the sentence asoko-ni yuubinposto-ga 
mie-masu with yone.  In this way, yone is employed when a speaker invites a hearer to have the 
same recognition as the speaker’s. 
We have observed the usage of yone which Hasunuma suggests.  In the following section, 
I will propose an exhaustive discourse function of yone.  I will take up Hasunuma (1995) in section 
2.4 again. 
 
2.3. Proposal 
I begin with proposing a hypothesis about a fundamental discourse function of yone.  The 
hypothesis is this: 
 
(5) Discourse function of yone 
 i. the speaker assumes the relevant proposition to be true, and 
 ii. she or he attempts to commit the hearer to its truth value. 
 
What is important here is whether situations can be interpreted as ones that a speaker can commit a 
hearer to the truth value of a propositional content.  Focusing on this aspect, I will provide some 
evidence to support the hypothesis. 
 
2.3.1. Evidence for validity of the function (i) 
I will provide three pieces of evidence as to (i) the speaker’s assumption that the relevant proposition 
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is true.  Consider the first evidence: 
 
(6) [the teacher does not know whether there is someone who went to a school infirmary today] 
* Kyoo kono nakade hokensitu-ni it-ta hito i-masu yone? 
today this among school infirmary-to go-Past person be-Polite SFP 
‘I believe that there is someone who went to a school infirmary today. Am I right?’ 
 
The teacher in (6) is asking the students if someone went to the school infirmary today.  Suppose 
that at this point she or he does not know whether there is someone in her or his class who went there.  
In other words, she or he has no idea that the proposition expressed is true or false.  As this example 
shows, when a speaker cannot commit herself or himself to a proposition in question, sentences with 
yone are inappropriate. 
In contrast, the same sentence would be acceptable in the context like the following. 
 
(7) [the teacher knows that someone went to a school infirmary today in advance] 
Kyoo kono nakade hokensitu-ni it-ta hito i-masu yone? 
today this among school infirmary-to go-Past person be-Polite SFP 
(Dare desu ka?) 
who Cop.Polite Q 
‘I believe someone went to the school infirmary today. Am I right? (Who is it?)’ 
 
In (7), unlike (6), the teacher has already obtained information from a school nurse that someone in 
her or his class came to the school infirmary.  That is, the teacher, speaker of this utterance, knows 
that someone in her or his class saw a school nurse today.  To put it more simply, she or he believes 
that the propositional content is true.  In this case, wh-question such as dare desu ka ‘who is it’ can 
follow the sentence with yone, because the utterance, namely dare desu ka, presumes that someone 
went to the school infirmary.
3
  This example indicates that when a speaker is able to commit herself 
                                                 
3
 When we merely question the truth-value of the proposition, in other words, the speaker does not commit to the 
truth-value of the proposition, the utterance such as dare desu ka cannot follow the question.  Consider example (i): 
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or himself to a relevant proposition, sentences with yone are acceptable. 
Thus, in the case that a speaker does not know the truth-value of the concerned proposition, 
the use of yone is not allowed, whereas in the case that a speaker can commit herself or himself to the 
proposition in question, yone is acceptable. 
Let us look at the third evidence: 
 
(8) [the utterance of a teacher who convinces that someone in her or his class broke the window] 
Kono nakani mado-o wat-ta hito i-masu yone? 
this among window-Acc break-Past person be-Polite SFP 
(* Mosi itara) shoozikini nanoridena-sai. 
 if is present honestly come forward-Imp 
‘There is someone who broke the window, isn’t there? (* If any,) come forward honestly.’ 
 
The speaker in (8) believes that somebody in her or his class broke the window.  That is, the 
speaker commits herself or himself to the propositional content.  In this case, the assumptive 
expression mosi itara ‘if any’ cannot follow the first sentence accompanied by yone.  It is because 
the conditional clause means that the speaker does not presuppose the existence of a window-breaker.  
To put it another way, the speaker is not sure of the proposition expressed.  As a result, since the 
second sentence is incompatible with the first sentence, the utterance mosi itara ‘if any’ is 
unacceptable. 
This example denotes that yone does not co-occur with words expressing that a speaker 
does not commit to a propositional content completely.  The example (8) also supports our 
hypothesis in that the speaker assumes the concerned proposition to be true. 
                                                                                                                                                        
(i) * Kyoo kononakade hokensitu-ni it-ta hito i-masu ka? 
today among school infirmary-to go-Past person be-Polite Q 
Dare desu ka? 
who Cop.Polite Q 
‘Is there someone who went to a school infirmary today? Who is it?’ 
This is because polar questions are only used to ask the truth-value of the propositional content, and there is no 
speaker’s prospect that the propositional content is true.  Therefore, wh-question dare desu ka is employed when 
the speaker presumes that there is someone who went to a school infirmary. 
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2.3.2. Evidence for validity of the function (ii) 
I will now demonstrate the validity of the second part of the hypothesis: the speaker commits the 
hearer to the truth value of the proposition in question.  The statement (5) is repeated for 
convenience as (9). 
 
(9) Discourse function of yone 
 i. the speaker assumes the relevant proposition to be true, and 
 ii. she or he attempts to commit the hearer to its truth value. 
 
As stated earlier, what is significant in the hypothesis is whether situations can be interpreted as ones 
that a speaker is able to commit a hearer to a relevant proposition.  In other words, yone is only 
acceptable if the speaker can commit the hearer to the concerned proposition.  On the basis of this 
viewpoint, I will advance a concrete discussion on the second part of hypothesis. 
The first argument concerns sensory perception.  Consider the example in (10). 
 
(10) [the speaker and the hearer drank outdated milk. The speaker has a stomachache, and the 
hearer seems to have stomachache, too] 
(Anata mo) onaka itai yone? 
you too stomach hurt SFP 
‘You have a stomachache too, don’t you?’ 
 
The speaker in (10) asks if the hearer has a stomachache.  Here, as regards feeling of ache itai ‘hurt’, 
only the person who experience the pain knows whether she or he has pain.  Based on this fact, the 
hearer in (10) is in a position to know whether she or he has a stomachache, that is, the relevant 
proposition is true or not.  Since the speaker in (10) commits the hearer to the truth value of the 
propositional content, the use of yone is allowed. 
Conversely, when a hearer is not in a position to know whether the proposition expressed is 
true or not, yone may not be used, because the speaker fails to commit the hearer to the truth value of 
the proposition．Consider the example in (11). 
11 
 
(11) [the speaker has had a stomachache since morning] 
* (Watasi-wa) onaka itai yone? 
I-Top stomach hurt SFP 
‘I have a stomachache, don’t I?’ 
As mentioned above, the relevant feeling is perceptible to the subject who experiences it.  Since the 
speaker in (11) complains of her or his own stomachache, the hearer is not in a position to know 
whether the proposition is true or not.  The speaker in (11) cannot commit the hearer to the truth 
value of the propositional content; therefore, yone is not acceptable. 
Secondly, the same sort of observation can be made about psychological predicates.  See 
example (12). 
(12) [a mutual friend of the speaker and the hearer has moved overseas] 
(Anata mo) sabisii yone? 
you too lonely SFP 
‘I guess that you feel lonely. Am I right?’ 
The speaker in (12) asks whether the hearer feels sad that one of her or his friends has moved.  
Emotion can be no more felt than sensory perception by the subject who feels it.  Hence, the hearer 
in (12) is in a position to make the judgment on the truth value of the proposition anata-mo sabisii 
‘you feel lonely.’  Thus, the speaker can commit the hearer to the truth value of the proposition, and 
the use of yone is allowed. 
On the other hand, when the speaker’s attention is focused on her or his mental state, yone 
is not acceptable any more. 
(13) [a friend of the speaker’s has moved overseas, and the speaker conveys her or his feeling] 
* (Watasi-wa) sabisii yone? 
I-Top lonely SFP 
As stated already, a relevant emotion such as sabisii ‘lonely’ is discernible only to the subject who 
experiences it.  The sentence (13) describes a feeling of loneliness, nobody but the speaker knows 
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whether she or he feels lonely.  The speaker in (13) cannot commit the hearer to the truth value of 
the proposition; therefore the use of yone is unacceptable. 
Thirdly, the discussion on whether the speaker can commit the hearer to the truth value of 
the proposition is not only related to sensory perception and mental state but to information only the 
speaker has.  Observe the following exchange: 
(14) A: Anatano taizyuu-wa donokurai desu ka? 
your weight-Top how much Cop.Polite Q 
‘How much is your weight?’ 
B: * Hatizikkiro desu yone. / Hatizikkiro desu yo. 
eighty-kilogram Cop.Polite SFP eighty-kilogram Cop.Polite SFP 
‘It is eighty-kilogram, isn’t it?’/ ‘It is eighty-kilogram, I tell you.’ 
In (14), A, who does not know B’s weight, asks B how much B weighs, and B answers the question.  
In this situation, although the response with yo is acceptable, the one with yone in (14B) is not.  It is 
because A does not know the information as to B’s weight.  That is, A is not a position to know 
whether the proposition that B’s weight is eighty-kilogram is true or not.  Therefore, B is not able to 
commit A, as a hearer of B’s remark, to the propositional content, and the use of yone is not allowed.  
Notice that the utterance with yo, namely hatizikkiro desu yo ‘It is eighty-kilogram, I tell you’ is 
acceptable in the context.  Kamio (1990) and Kinsui (1991) claim that the SFP yo is used when 
certain information has more to do with the speaker than the hearer.  Based on their proposal, the 
information in (14B) has to do with the speaker; hence the utterance with yo is allowed.  This 
example indicates that the hearer in (14) is not in a position to make the judgment on the truth value 
of the proposition in question.   
Fourthly, although the sentence (15) may appear to be a counterexample of our explanation 
above, it also qualifies as evidence of hypothesis. 
(15) Utino otoosan dasai yone. 
my father tacky SFP 
‘My father is tacky, isn’t he?’ 
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The speaker in (15) refers to her or his father’s appearance.  It seems that the proposition utino 
otoosan dasai ‘my father is tacky’ is the information which only the speaker knows.  Nonetheless, 
utterance with yone in (15) is acceptable.  Here, we should consider whose opinion the speaker is 
confirming.  Suppose that the speaker in (15) has been living with her or his farther, and has been 
thinking that her or his father is no cool.  Now the speaker wonders if others also judge him to be 
tasteless, and says ‘I think that my father is tacky, and what do you think of him?’  Since only the 
hearer knows her or his opinion, the speaker in (15) commits the hearer to the relevant proposition.  
As the result, yone is used here.  This argument also supports our hypothesis. 
In this section, I have provided some supportive evidence for the hypothesis about the 
discourse function of yone.  Based on the proposal (9), the following section will give principled 
explanations of the classification of the usage of yone which Hasunuma (1995) made. 
 
2.4. Theoretical explanations of Hasunuma’s (1995) classification 
On the basis of the proposal (9), this section offers comprehensive explanations of the classification 
of the usages of yone which Hasunuma (1995) argues for.  Again, the discourse function of yone is 
repeated for convenience as (16). 
 
(16) Discourse function of yone 
 i. the speaker assumes the relevant proposition to be true, and 
 ii. she or he attempts to commit the hearer to its truth value. 
 
As we overviewed in section 2.2, Hasunuma divides the function of yone into two types.  The 
statement (2) is repeated as (17). 
 
(17) a. confirming developed mutual agreement  
 b. evoking a shared recognition 
 
First, I will discuss (17a), and the example (3) repeated as (18). 
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(18) A1: Tai-no okome-tte mazui ne. 
Thai-Gen rice-Top tasteless SFP 
‘Thai rice is tasteless, you know.’ 
B: Soo? Watasi-wa ano dokutoku-no kaori suki dakedo. 
so I-Top that unique-Gen flavor like but 
Karee-ni-wa totemo au-to omou. 
curry-Dat-Top very match-Quot think 
‘Is that so? I like its unique flavor. I think it goes well with curry.’ 
A2: [C-ni mukatte] Mazui yone. 
[C-Dat against] tasteless SFP 
‘(To C) I believe it is tasteless. Don’t you agree with me?’ 
C: Un. Tyotto ne. 
yes a little SFP 
‘Yes. A little, you know.’ 
(=(3)) 
 
As noted in section 2.2, B in (18) denies A’s claim that Thai rice tastes bad.  Then, in an 
attempt to confirm that her or his opinion is right, A requests agreement from C by uttering the 
sentence with yone.  As seen from (18A1), A believes that Thai rice is tasteless.  More to the point, 
A believes that the proposition that Thai rice tastes bad is true.  However, A’s opinion is denied by 
B’s remarks.  Because of this, A commits C to the relevant proposition that Thai rice tastes bad.  
The example (18) reflects the discourse function of yone indicated in (16). 
Second, I will address (17b).  The example (4) is repeated as (19):  
 
(19) [directing a taxi driver to her or his destination] 
Asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone. 
there-at mailbox-Nom see-Polite SFP 
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Sono sugusakino kado-o migi-ni magatte kudasai 
That right over there corner-Acc right-to turn please-do 
‘You see a mailbox over there, don’t you? Turn right at the corner, please.’ 
(=(4)) 
As mentioned in section 2.2, the speaker in (19) tells asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone ‘you 
see a mailbox over there, don’t you?’, directing the taxi driver the way to her or his destination.  
Again, in respect of the perception of miru ‘see’ in (19), only the seer knows whether she or he sees 
something, although it is possible to guess that the addressee sees a thing in the same way as the 
speaker does.  Returning to the example (19), in the utterance asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu 
yone, the subject who should see the mailbox is the taxi driver, or the hearer of the remark.  
Consider the utterance (20), which includes the verbalized subject. 
(20) Anata-(ni)-wa asono-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone? 
you-Dat-Top there-at mailbox-Nom see-Polite SFP 
‘I suppose that you can see a mail box. Am I right?’ 
As seen form (20), only the taxi driver knows whether she or he sees the mailbox or not.  Although 
the speaker in (19) assumes the propositional content to be true, she or he cannot help but commit its 
truth value to the taxi driver, as the hearer of this utterance.  Therefore, yone is employed in (19). 
The discourse function of yone which I proposed gives a principled explanation for the 
classification of the usage of yone which Hasunuma (1995) suggests. 
 
2.5. Criticism of a compositional approach 
I have treated yone as a SFP distinct from yo and ne.  Several previous studies, however, regard 
yone as a compound word of yo and ne.  One of them is Kato (2001), which defines the functions 
of yo and ne as follows: 
 
(21) Yo indicates that the speaker has intention to develop exclusive knowledge-administration of 
propositional content in question. 
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(22) Ne indicates that the speaker has no intention to develop exclusive knowledge-administration 
of propositional content in question. 
(Kato 2001: 43) 
Kato provides a concrete description of the functions above.  Let us first observe the 
example of yo below: 
(23) A: Kyoo-wa atui ne. 
today-Top hot SFP 
‘It is hot today, you know.’ 
B: E, sonnani atuku nai yo. 
no so much hot not SFP 
‘No, it is not so hot, I tell you.’ 
(Kato 2001: 42) 
The speaker A in (23) thinks that it is hot today, while B does not.  The relevant sense, namely atui 
‘hot’, is perceptible to the subject who experiences it.  That is, only B who thinks that it is not hot 
has priority access to the proposition expressed.  Based on this, Kato concludes that by using yo, the 
speaker expresses that she or he has intention to develop knowledge-administration of proposition 
preferentially or exclusively. 
Second, consider the example of ne in (24).    
 
(24) [A and B are having a meal at a restaurant] 
A: Kono ryoori sugoku oisii yo/ne. 
this dish very delicious SFP/SFP 
‘This dish is very delicious, I tell you/you know.’ 
B: Soo da ne. Oisii ne / * yo. 
yes Cop SFP delicious SFP/SFP 
‘Yes, it is delicious, you know.’ 
(Kato 2001: 40) 
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In (24), A and B are having a meal.  In this situation, they both can access the assumption that the 
dish is delicious.  As (24) shows, in the case that the speaker do not have exclusive access to the 
relevant proposition, yo is not acceptable while ne is.  Because of this, Kato claims that by using ne, 
the speaker indicates that she or he has no intention to develop knowledge-administration of the 
proposition exclusively. 
Based on the definition of yo and ne above, Kato claims that a SFP yone is formed by 
adding ne to yo.  Here is the definition of the meaning of yone which Kato suggests. 
 
(25) Meaning of yone 
Firstly, the speaker develops exclusive knowledge administration of propositional content by 
employing yo, secondly, she or he cancels it by using ne 
(Kato 2001: 47) 
 
This definition can account for the example below:   
 
(26) Kyoo-wa samui yone. 
today-Top cold SFP 
‘I guess that it is cold today. Do you agree with me?’ 
(Kato 2001: 46) 
 
First, yo in (26) expresses that the speaker monopolizes the feeling of samui ‘cold’.  However, if the 
speaker and the hearer are both outside, the hearer, as well as the speaker, can access the information 
that it is cold today.  In this case, the speaker ought not to manage the information.  Therefore, by 
adding ne, the speaker represents that she or he abandons controlling the propositional content which 
she or he once monopolized. 
However, the shortcomings of this compositional approach are fairly obvious.  The 
approach fails to account for the example in section 2.4.  The example (19) is repeated as (27). 
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(27) [directing a taxi driver to her or his destination] 
Asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone. 
there-at mailbox-Nom see-Polite SFP 
Sono sugusakino kado-o migi-ni magatte kudasai 
That right over there corner-Acc right-to turn please-do 
‘You see a mailbox over there, don’t you? Turn right at the corner, please.’ 
(=(19)) 
 
In (27), the speaker confirms whether the hearer can see a mailbox.  Notice that in the utterance 
asoko-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone, the subject of the perception of miru ‘see’ is the taxi driver, 
a hearer of this utterance.  Let us consider the sentence (28), which the verbalized subject is added 
to the sentence (27). 
 
(28) Anata-(ni)-wa asono-ni yuubinposuto-ga mie-masu yone?  
you-Dat-Top there-at mailbox-Nom see-Polite SFP 
‘I suppose that you can see a mail box. Am I right?’   
      (=(20)) 
 
According to Kato, yo in yone expresses the initial monopolization of the information by the speaker.  
As has been frequently pointed out, however, only the hearer knows whether she or he perceives the 
thing in question.  If so, the speaker in (27) fails to develop exclusive knowledge-administration of 
proposition expressed.  As a result, Kato’s proposal on yone is not valid. 
Thus, as I suggested in this chapter, it is more reasonable to regard yone as a SFP distinct 
form yo and ne. 
 
2.6. Summary 
In this chapter, in order to give a comprehensive explanation of how Japanese SFP yone functions in 
a discourse, I proposed the discourse function of yone and illustrated its validity.  Then, on the basis 
of the proposal of yone, section 2.4 supplied a principled explanation for the classification of the 
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usage of yone which Hasunuma (1995) attempts.  Moreover, section 2.5 pointed out a problem of a 
compositional approach to the meaning of yone.  In the following chapter, I will compare Japanese 
sentences with yone to English sentences which the sentences with yone are translated into. 
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Chapter 3 English expressions corresponding to yone 
 
 
3.1. Introduction 
This chapter examines how the Japanese sentences with yone are expressed in English, based on the 
discourse function of yone which I proposed in chapter 2.  As we will see below, there are various 
English forms corresponding to sentences with yone.  Let us take a look at examples (1)-(6):  
 
(1) a. [W and M are talking about M’s hair style] 
W: Boku-wa imano hoo-ga suki da yo. […] 
I-Top current way-Nom like Cop SFP 
‘I prefer this hair style. […] ’ 
M: Hontooni soo omou? 
really so think 
‘Do you really think so?’ 
Boku-wa sarada-o tabe-nagara unazui-ta. 
I-Top salad-Acc eat-while nod-Past 
‘I(=W) nodded with eating salad’ 
M: Nee, anata usotukuhito zyanai wa yone? 
Hey you liar not IP SFP 
‘Hey, I don’t think that you are a liar. Am I right?’ 
b. W: I like you much better this way, […] 
M: You really think so? 
I nodded as I ate my salad. 
M: “Say, you wouldn't lie to me, would you?” 
(H. Murakami, Norwegian Wood I) 
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As we saw in chapter 1, W and M, are talking about M’s hairstyle.  W pays M a compliment on 
M’s butch haircut and he conveys that he likes it.  Uttering the italicized sentence anata usotuku 
hito zyanai wa yone, M is confirming whether he is a liar or not.  In English, a tag question is 
employed as a corresponding expression to yone.   
Second, consider the example in (2).   
 
(2) a. Izureniseyo anata-wa, anata-no kasetu-wa, zuibun tooku-no mato-o 
in any case you-Top you-Gen hypothesis-Top very distant-Gen target-Acc 
neratte isi-o nagete-iru. Sono koto-wa wakatte-iru wa yone? 
aim at stone-Acc throw-be that thing-Top understand-be IP SFP 
‘In any case, you, and your hypothesis is throwing a stone at a distant target. You 
understand that, don’t you?’ 
b. At any rate, you-and your theory-are throwing a stone at a target that’s very far away. 
“Do you understand that?” 
(H. Murakami, Kafka on the shore II) 
 
The speaker in (2) is confirming whether the hearer understands that his hypothesis is unrealistic by 
uttering the sentence with yone.  It was translated into a form of a polar interrogative in English. 
Third, observe the example in (3). 
 
(3) a. Sonouti gohan-ga taki agat-ta node, boku-wa nabe-ni 
soon rice-Nom boil finish-Past because I-Top pan-Dat 
abura-o siite sukiyaki-no yooi-o hazime-ta. 
oil-Acc grease sukiyaki-Gen preparation-Acc start-Past 
‘Soon, rice cooked, so I greased oil in a pan and started preparing for sukiyaki.’ 
R: Kore, yume zyanai wa yone. […] 
this dream not IP SFP 
‘I guess that this is not a dream. Am I right? […]’ 
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W: Hyaku-paasento-no genzitu-no sukiyaki desu ne. 
hundred-percent-Gen reality-Gen sukiyaki Polite SFP 
Keeken-tekini itte. 
experience-like say 
‘It is one hundred-percent real sukiyaki, you know. From experience.’ 
b. The rice finished cooking and I oiled the pan for the sukiyaki. 
R: “Tell me this isn't a dream! […]” 
W: I’d say from experience this is one-hundred-percent reality, 
(H. Murakami, Norwegian Wood II) 
 
In (3), W and R are making sukiyaki.  Since R has not eaten sukiyaki for a long time, she gets 
excited.  In order to confirm whether this is a dream or not, she utters the italicized sentence Kore, 
yume zyanai wa yone, which includes yone.  In English, an imperative form is used as a 
corresponding expression to the Japanese sentence in question. 
Fourth, let us look at the example in (4). 
 
(4) a. Onna-ni naru-no mo taihen yone. 
woman-Dat become-N too hard SFP 
‘I believe that it is not easy to become a woman. Don’t you think so?’ 
b. “It’s not easy being a woman.” 
(B. Yoshimoto, Kitchen) 
 
The speaker in (4) was born male and has lived as a woman since his wife’s death.  As mentioned 
in chapter 1, this utterance with yone does not appear to function as a confirmation because he knows 
by his experiences that being a woman is hard.  Rather, he seems to seek the approval of the hearer 
as to his opinion, namely it is not easy being a woman.  In this case, a declarative sentence is 
selected as the corresponding expression to yone. 
Fifth, consider the example in (5). 
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(5) a. Byooin-de-no kensa-no kekka-ga wakatte, […], Naoko-wa 
hospital-at-Gen examination-Gen result-Nom know Naoko-Top 
moosukosi tyookitekini sono Oosaka-no byooin-ni uturu 
a little more in a long term that Oosaka-Gen hospital-to transfer 
koto-ni nat-ta no. Soko made-wa tasika tegami-ni 
Nom-Dat become-Past IP there until-Top surely letter-in 
kai-ta wa yone. […] 
write-Past IP SFP 
‘After knowing the result of an examination at hospital, […], Naoko was transferred to a 
hospital in Osaka a little longer. I think I wrote this content in a letter. Am I right? […]’ 
b. “Once the hospital test results were in, […], it was decided that Naoko be transferred to 
a hospital in Osaka for a long-term stay. I believe I wrote you this much in a letter, […] ” 
(H. Murakami, Norwegian Wood II) 
 
In (5), the speaker and the hearer are talking about a woman whose name is Naoko.  The speaker 
has written the hearer that Naoko was transferred to a hospital in Osaka.  Then, in order to confirm 
whether the hearer remembers the fact or not, the speaker utters the sentence with yone.  In English, 
the relevant proposition appears in a complement clause of believe which is termed ‘assertive 
predicate’ in Hooper (1975). 
Finally, let us observe the example in (6). 
 
(6) a. Reiko-san mo tabako-o kuwaeta mama warat-ta. 
Reiko-Miss too cigarette-Acc hold remain laugh-Past 
‘Reiko also laughed holding a cigarette in her mouth.’ 
R: Demo anata-wa sunaona hito yone. […]  
but you-Top straightforward person SFP 
‘But, I think you are a straightforward person.’ 
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b. Reiko laughed, too, cigarette still at her lips. 
R: “I must say but you are the straightforward type.” 
(H. Murakami, Norwegian Wood I) 
 
In (6), W was shown to the room of R and N, and they are talking there.  Suddenly, R mentions to 
W that W is a straightforward person.  In this case, the proposition in question emerges within the 
complement clause of performative verb say, which is accompanied by the modal auxiliary must (see 
Lee 1973). 
As seen from the above, Japanese sentences with yone are represented by a variety of forms 
in English.  Why do they correspond to diverse forms in English?  The reason is that English does 
not have grammar forms such as Japanese yone, yo, and ne which can directly express differences of 
knowledge states between the speaker and the hearer (Kamio 1990, Hirose 1997, Hirose and 
Hasegawa 2010).  Consequently, the meanings which yone indicates are expressed in various ways 
in English. 
From this arises the following question: 
 
(7) What is involved in choosing the English forms corresponding to yone in Japanese? 
 
In reply to this question, I claim that English forms depend on the contextually highlighted part in the 
components of yone.  Based on the proposal of yone in chapter 2, section 3.2 clarifies what factors 
are related to the selection of the English forms in (1)-(4), and in the same regard, section 3.3 deals 
with (5) and (6). 
 
3.2. Comparison of Japanese and English 
3.2.1. Explanation based on the discourse function of yone 
Before plunging into a detailed analysis, I will repeat the discourse function of yone as (8) for 
convenience. 
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(8) Discourse function of yone 
 i. the speaker assumes the relevant proposition to be true, and 
 ii. she or he attempts to commit the hearer to its truth value. 
 
As we saw in section 3.1, sentences with yone correspond to various English forms.  What is 
relevant here is on which part of the discourse function of yone English translators focus.  Now I 
will investigate it by dividing its function into three parts, i.e. A) the attention is focused on both (i) 
and (ii), B) the attention is focused on only (ii), and C) the attention is focused on only (i). 
First of all, let us look at examples where translators’ attention is paid to both (i) and (ii) of 
the discourse function of yone.  Consider the example in (1), repeated as (9). 
(9) a. [W and M are talking about M’s hair style] 
W: Boku-wa imano hoo-ga suki da yo. […] 
I-Top current way-Nom like Cop SFP 
‘I prefer this hair style. […] ’ 
M: Hontooni soo omou? 
really so think 
‘Do you really think so?’ 
Boku-wa sarada-o tabe-nagara unazui-ta. 
I-Top salad-Acc eat-while nod-Past 
‘I(=W) nodded with eating salad’ 
M: Nee, anata usotukuhito zyanai wa yone? 
Hey you liar not IP SFP 
‘Hey, I don’t think that you are a liar. Am I right?’ 
b. W: I like you much better this way, […] 
M: You really think so? 
I nodded as I ate my salad. 
M: “Say, you wouldn't lie to me, would you?” 
(=(1)) 
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In Japanese, by using yone, the speaker in (9a) expresses that she assumes the proposition that the 
hearer is not a liar to be true, and then, she commits the hearer to the truth value of the propositional 
content.  In English, the expression corresponding to the sentence with yone is in a form of the tag 
question.  According to Quirk et al (1985), a tag question is used when the speaker asks the hearer 
whether the relevant proposition that the speaker asserts to be true is certainly true.
4
  The speaker in 
(9b) considers the proposition that the hearer is not a liar to be true, then, she commits the hearer to 
the truth value of the proposition in question.  To put it another way, in (9), the focus is on both (i) 
and (ii) of the discourse function of yone.  In this case, the tag question which has a similar function 
to yone is selected as an English equivalent for sentence with yone.   
The same sort of observation can be made about example (3), repeated as (10). 
 
(10) a. Sonouti gohan-ga taki agat-ta node, boku-wa nabe-ni 
soon rice-Nom boil finish-Past because I-Top pan-Dat 
abura-o siite sukiyaki-no yooi-o hazime-ta. 
oil-Acc grease sukiyaki-Gen preparation-Acc start-Past 
‘Soon, rice cooked, so I greased oil in a pan and started preparing for sukiyaki.’ 
R: Kore, yume zyanai wa yone. […] 
this dream not IP SFP 
‘I guess that this is not a dream. Am I right? […]’ 
                                                 
4
 Quirk et al (1985) states that English has the declarative question whose function is similar to that of the tag 
question.  The declarative question is a kind of interrogative, which has a declarative form and a rising intonation 
(Gunlogson 2002, 2008).  Consider example (i): 
(i) It’s raining? (Gunlogson 2002: 124) 
As indicated in (ii), Japanese sentences with yone are often represented by declarative questions in English.  
(ii) a. Sorede watasi-no koto daizini site kureru wa yone? 
so I-Gen thing carefully do give IP SFP 
‘So, you take good care of me, don’t you?’ 
b. “And you'll be good to me?” 
(H. Murakami, Norwegian Wood II) 
Although it is pointed out that the declarative question has the same function as the tag question, the difference 
between these interrogatives has not been clarified.  In this thesis, I would like to examine only the tag question, 
and leave the question open of clarifying the difference between the declarative question and the tag question. 
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W: Hyaku-paasento-no genzitu-no sukiyaki desu ne. 
hundred-percent-Gen reality-Gen sukiyaki Polite SFP 
Keeken-tekini itte. 
experience-like say 
‘It is one hundred-percent real sukiyaki, you know. From experience.’ 
b. The rice finished cooking and I oiled the pan for the sukiyaki. 
R: “Tell me this isn't a dream! […]” 
W: I’d say from experience this is one-hundred-percent reality, 
(=(3)) 
 
In (10), the speaker hopes that the proposition expressed is true.  In Japanese, by uttering the 
sentences with yone, the speaker in (10a) assumes the proposition that this is not a dream to be true, 
and she commits the hearer to the truth value of the propositional content.  In English, on the other 
hand, the imperative form is chosen as a counterpart of the sentences with yone.  The speaker in 
(10b) knows that it is not a dream, but she makes the hearer assert that the proposition is true to 
strengthen her assumption by employing the imperative form tell me.  Unlike (9b), where the hearer 
can liberally make a judgment on the truth value, the hearer in (10b) is forced to say that the relevant 
proposition is true.  Eventually, however, the person who concludes the truth value is the hearer.  
Therefore, the imperative form is selected as a corresponding form that the focus is on both (i) and 
(ii) of the discourse function of yone. 
Second, I will observe an example that the translator’s focus is on only (ii) of the discourse 
function of yone.  Let us look at example (2), repeated as (11). 
(11) a. Izureniseyo anata-wa, anata-no kasetu-wa, zuibun tooku-no mato-o 
in any case you-Top you-Gen hypothesis-Top very distant-Gen target-Acc 
neratte isi-o nagete-iru. Sono koto-wa wakatte-iru wa yone? 
aim at stone-Acc throw-be that thing-Top understand-be IP SFP 
‘In any case, you, and your hypothesis is throwing a stone at a distant target. You 
understand that, don’t you?’ 
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b. At any rate, you-and your theory-are throwing a stone at a target that’s very far away. 
“Do you understand that?” 
(=(2)) 
 
In Japanese, yone indicates that the speaker thinks that the propositional content is true, but commits 
the hearer to the truth value of the proposition in question.  In English, the polar interrogative is 
used as an expression corresponding to the sentence with yone.  According to Gunlogson (2002), 
there is no prediction of speaker’s in the polar interrogative.  Based on his proposal, the speaker in 
(11b) commits the hearer to the truth value of the relevant proposition without supposing that it is 
true.  In other words, the focus of situation (11) is on only (ii) ‘the speaker commits the hearer to the 
truth value of the relevant proposition’ of the discourse function of Japanese yone.  Thus, the polar 
interrogative is selected as a counterpart of sentence with yone in English. 
Finally, let us consider an example that the English translator’s attention is paid only to (i) 
of the discourse function of yone.  Observe the example in (4), repeated as (12). 
 
(12) a. Onna-ni naru-no mo taihen yone. 
woman-Dat become-N too hard SFP 
‘I believe that it is not easy to become a woman. Don’t you think so?’ 
b. “It’s not easy being a woman.” 
(=(4)) 
 
The speaker in (12a) believes that the proposition that being a woman is hard is true, and he commits 
the hearer to its truth value with yone, attempting to gain an agreement about the validity of the 
proposition.  The speaker in (12b), on the other hand, asserts the proposition in a declarative 
sentence.  To put it simply, it is expressed that the speaker in (12b) is certain that the propositional 
content is true.  As this example indicates, in the case that the speaker knows that the concerned 
proposition is true, the focus is on only the speaker’s attitude that she or he believes the relevant 
proposition to be true, namely the component (i) of yone.  In other words, the function (ii) ‘the 
speaker commits the hearer to the truth value of the relevant proposition,’ which is one of the 
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components of yone, is ignored.  Consequently, the declarative sentence is chosen as a 
corresponding expression to the sentence with yone. 
In this section, I have looked at several examples where Japanese sentences with yone are 
translated into English with tag questions, imperatives, polar interrogatives, and declarative sentences.  
As mentioned in section 3.1, English does not have grammar forms equivalent to Japanese yone, yo, 
and ne which can directly represent differences of knowledge state between the speaker and the 
hearer.  As a result, of the components of yone, a grammar form which can express an empathic 
part in the context is chosen in English. 
 
3.2.2. Explanation based on sectional aspects of the discourse function of yone 
In this section, I will analyze (5) and (6), repeated below as (13) and (14) respectively, paying 
attention to an effect of weakening assertions which is extracted from the discourse function of yone. 
 
(13) a. Byooin-de-no kensa-no kekka-ga wakatte, […], Naoko-wa 
hospital-at-Gen examination-Gen result-Nom know Naoko-Top 
moosukosi tyookitekini sono Oosaka-no byooin-ni uturu 
a little more in a long term that Oosaka-Gen hospital-to transfer 
koto-ni nat-ta no. Soko made-wa tasika tegami-ni 
Nom-Dat become-Past IP there until-Top surely letter-in 
kai-ta wa yone. […] 
write-Past IP SFP 
‘After knowing the result of an examination at hospital, […], Naoko was transferred to a 
hospital in Osaka a little longer. I think I wrote this content in a letter. Am I right? […]’ 
b. “Once the hospital test results were in, […], it was decided that Naoko be transferred to 
a hospital in Osaka for a long-term stay. I believe I wrote you this much in a letter, […] ” 
(=(5)) 
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(14) a. Reiko-san mo tabako-o kuwaeta mama warat-ta. 
Reiko-Miss too cigarette-Acc hold remain laugh-Past 
‘Reiko also laughed holding a cigarette in her mouth.’ 
R: Demo anata-wa sunaona hito yone. […]  
but you-Top straightforward person SFP 
‘But, I think you are a straightforward person.’ 
b. Reiko laughed, too, cigarette still at her lips. 
R: “I must say but you are the straightforward type.” 
(=(6)) 
 
As explained already, Japanese yone expresses that the speaker commits the hearer to the 
relevant proposition, even if the speaker has a certainty about the truth of the proposition.  As a 
consequence, illocutionary force of assertion in (15b), which includes yone, weakens compared with 
(15a), which is not accompanied by yone. 
 
(15) a. Ame da. 
rain Cop 
  ‘It’s raining.’ 
b. Ame da yone. 
rain Cop SFP 
‘It’s raining, isn’t it?’ 
 
According to Lakoff (1973), I believe in (13) represents that speaker avoids the strong 
assertion of its complement clause (see also Hooper 1975).  Similarly, Fraser (1975) points out that 
the modal auxiliary must serves to weaken the illocutionary force of the performative verb say.  I 
will discuss the hedge function in Japanese and English here. 
Before examining example (13), we need to look briefly at Lakoff (1973), which refers to 
the psychological verb such as believe.  According to Lakoff, the psychological verb functions to 
weaken the assertion of the relevant proposition.  Observe the following example. 
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(16) I guess it’s time to leave. (Lakoff 1973: 300) 
 
In (16), the illocutionary force of assertion is weakened by using the psychological verb guess.
5
  
With this in mind, let us return to example (13), partly repeated as (17). 
 
(17) a. Soko made-wa tasika tegami-ni kai-ta wa yone. 
there until-Top surely letter-in write-Past IP SFP 
‘I think I wrote this content in a letter. Am I right?’ 
b. “I believe I wrote you this much in a letter,” 
(H. Murakami, Norwegian Wood II) 
 
In Japanese, the speaker in (17a) believes the proposition that she wrote a letter to be true, and she 
commits the hearer to the propositional content by using yone.  As has been frequently pointed out, 
yone represents that the speaker commits the hearer to the truth value of the relevant proposition.  
As a result, the illocutionary force of assertion of proposition is weakened.  Focusing on this 
function of mitigation, the English translator embedded the proposition in the complement clause of 
believe as a counterpart of the sentence with yone.   
I now turn to discussion as to the example in (14).  Before proceeding to the detailed 
analysis, I will overview Fraser (1975), which is crucial to the discussion below.  According to 
Fraser, the co-occurrence of a modal auxiliary and a performative verb as in I must say produces the 
hedged performatives.  Hedged performatives function to weaken the factuality of description by 
adding the modal auxiliary.  Put another way, Hedged Performatives makes illocutionary force of 
assertion weak.  Consider the example in (18). 
 
(18) I must request that you sit down immediately. (Fraser 1975: 194) 
 
In (18), the modal auxiliary must is added to the performative verb request.  It is represented that 
                                                 
5
 Lakoff (1973) argues that in the case that the speaker turns down the assertion of complement-clause by using I 
guess, and consequently the effect that the speaker leaves the final decision on the truth value of the proposition is 
produced.  This is applied to ‘Give options’, which is one of the rules of politeness that Lakoff suggests.  Hence, 
the speaker uses I guess to show her or his polite attitude. 
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the speaker is requesting it obligatorily, not subjectively.
6
  It follows that the force of request is 
turned down, and its illocutionary force of request is reduced.  Thus, the co-occurrence of a modal 
auxiliary and a performative verb weakens illocutionary force of the performative verb.
7
 
Bearing the above point in mind, let us now return to example (14), partly repeated as (19). 
 
(19) a. Demo anata-wa sunaona hito yone.  
but you-Top straightforward person SFP 
‘But, I think you are a straightforward person.’ 
b. “I must say but you are the straightforward type.” 
(H. Murakami, Norwegian Wood I) 
 
In Japanese, although the speaker in (19a) is certain that the proposition is true, she commits the 
hearer to its truth value.  As mentioned above, yone represents that the speaker commits the hearer 
to the truth value of the relevant proposition, so that the illocutionary force of assertion of proposition 
is weakened.  That is, illocutionary force of assertion about the hearer’s personality is reduced in 
(19).  By focusing on this point, the utterance with yone in Japanese is translated into the form of 
hedged performative. 
In this section, based on the proposal in (8), I have examined English forms which are 
selected by focusing on the implication emerging from the discourse function of yone as a hedge. 
 
3.3. Summary 
Since English does not have grammar forms like Japanese yone, yo, and ne which can express 
                                                 
6
 Fraser (1975) notes that the form is used to express that the speaker does not have responsibility for action of 
request. 
7
 Fraser (1975) provides other examples of modal auxiliary which functions to weaken illocutionary force of 
performative verbs as follows: 
(i) a. I can promise you that we will be there on time. 
b. I have to admit that you have a point. 
c. I wish to invite you to my party. 
d. I will henceforth stipulate that x = 4.5. 
e. I might suggest that you ask again. 
For more details, see Fraser (1975).  
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differences between a speaker and a hearer directly (Kamio 1990, Hirose, Hirose and Hasegawa 
2010), English needs to represent interpretations that yone indicates by using various forms.  The 
English forms are selected by focusing on an emphatic part of components of discourse function of 
yone in context.  Additionally, as argued in section 3.2.2, corresponding English forms are chosen 
by focusing on the implication drawn from the discourse function of yone as a hedge.  On the basis 
of the discourse function of yone which I propose, it is clear now what is related to the selection of 
English forms corresponding to Japanese yone. 
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Chapter 4 Conclusion and remaining problems 
 
 
4.1. Conclusion 
In this thesis, I have given a principled explanation of behavior of Japanese SFP yone.  Chapter 2 
proposed the new discourse function of yone like the following and demonstrated its validity. 
 
(1) Discourse function of yone 
 i. the speaker assumes the relevant proposition to be true, and 
 ii. she or he attempts to commit the hearer to its truth value. 
 
On the basis of the proposal, chapter 3 compared Japanese sentences with yone and 
corresponding English sentences, focusing on what is relevant to the selection of English forms as an 
equivalent to yone in Japanese.  First, I looked at the examples that the selection of English forms 
depends on which part English translators focus on in the two components of yone.  Second, I 
observed examples in which corresponding English forms are selected in view of its function as a 
hedge which is drawn from the discourse function of yone; the SFP weakens illocutionary force of 
assertion.  In both cases, it is obvious what is involved in the selection of the English forms as a 
corresponding expression to Japanese sentences with yone. 
 
4.2. Remaining problems 
I have claimed that Japanese SFP yone indicates that although the speaker assumes the relevant 
proposition to be true, she or he commits the hearer to its truth value.  However, yone is also used 
where the hearer obviously cannot make a judgment on the truth value of the relevant proposition.  
Consider the example in (2). 
 
(2) A: Kyoo karaoke ika-nai? 
today karaoke go-not 
‘Do you want to go to a karaoke bar?’ 
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B: Watasi karaoke kirai na-n-da yone. 
I karaoke hate Cop-N-Cop SFP 
‘I hate karaoke.’ 
 
Since the proposition “I hate karaoke” in (2B) is B’s private information, A cannot make a judgment 
on its truth value.  To put it more simply, although B fails to commit A, a hearer of B’s remark, to 
the truth value of the proposition expressed, the use of yone is acceptable.  It appears that the 
example in (2) cannot be explained by the definition of yone which I proposed in chapter 2.  
However, example (2) is not a problem of yone, but a problem of co-occurrence of no-da and yone.  
Observe the following example. 
 
(3) * Watasi karaoke kirai da yone. 
 I karaoke hate Cop SFP 
 ‘I hate karaoke, don’t I?’ (cf. (2B)) 
 
When (na-)no is omitted from (2B), the utterance becomes unacceptable as expected.  The hearer is 
not more suitable for the judgment of the speaker’s taste than the speaker herself or himself.  In this 
case, the use of yone is not adequate. Examples (2) and (3) show the occurrence of no-da with yone 
is indispensable. 
The utterance in (2B) is not a direct answer to A’s invitation, but an indirect speech act of 
refusal.  However, it is not a necessary condition. Even when the speaker replies directly to a 
question, the occurrence of no-da is sometimes required.  Let us consider the example in (4). 
 
(4) A: Kinoo-wa nani-o site-ta no? 
yesterday-Top what-Acc do-Past IP 
‘What were you doing yesterday?’ 
B: Yuuenti-ni it-ta *(n-da) yone. 
amusement park-to go-Past N-Cop SFP 
‘I went to an amusement park.’ 
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In (4), A is asking what B did the day before, and then, B responds that she or he went to an 
amusement park.  The omission of no-da is not allowed in this case either. 
As seen from the examples above, yone is added to a proposition whose truth value only 
the speaker judge. If the hearer does not know whether it is true or false, why can yone be used here?  
Izuhara (2003) and Oso (2005), which I indicated in footnote 2, make a detailed classification of 
usage of yone, but they do not take the problem of co-occurrence of no-da and yone into account.  
Although it is interesting to solve the problem of the co-occurrence of no-da and yone, the problem 
goes far beyond the scope of this thesis, and I leave it for future research. 
37 
 
References 
 
Fraser, Bruce (1975) “Hedged Performatives,” Syntax and Semantics 3, ed. by Peter Cole and Jerry 
L. Morgan, 187-210, Academic Press, New York. 
Gunlogson, Christine (2002) “Declarative Questions,” Proceedings of SALT 12, 124-143. 
Gunlogson, Christine (2008) “A Question of Commitment,” Belgian Journal of Linguistics 36, 
101-136. 
Hasunuma, Akiko (1988) “Zoku Nihongo Wanpointo Ressun (A Sequel to One Point Lesson on 
Japanese),” Gekkan Gengo 17, 6, 94-95. 
Hasunuma, Akiko (1995) “Taiwa ni okeru Kakunin Kooi: Daroo, zyanaika, yone no Kakunin 
Yoohoo (The Acts of Confirmation in Dialogue: Confirmatory Usage of daroo, zyanaika, and 
yone),” Hukubun no Kenkyuu II, ed. by Yosio Nitta, 389-419, Kurosio Shuppan, Tokyo. 
Hirose, Yukio (1997) “Gengo Shutai tosite no Hanasite no Hutatu no Sokumen: Siteki Ziko to 
Kooteki Ziko (Two Aspects of Speaker as a Language Subject),” Sizi to Syoooo to Hitei, ed. by 
Miroru Nakau, 5-89, Kenkyuusha Shuppan, Tokyo. 
Hirose, Yukio and Yoko Hasegawa (2010) Nihongo kara Mita Nihonzin: Shutaisee no Gengogaku 
(Japanese People Viewed from Japanese Language), Kaitakusha, Tokyo. 
Hooper, Joan B. (1975) “On Assertive Predicates,” Syantax and Semantics 4, ed. by John P. Kimball, 
91-124, New York, Academic Press. 
Izuhara, Eiko (2001) “Ne to yo no Saisaikoo (Re-reconsideration of ne and yo),” Aitigakuin Daigaku 
Kyooyoobu Kiyoo 49, 1, 35-49. 
Izuhara, Eiko (2003) “Shuu Zyosi yo, yone, ne no Saikoo (Reconsideration of Sentence-final 
Particles yo, yone and ne),” Aitigakuin Daigaku Kyooyoobu Kiyoo 51, 2, 1-15. 
Inoue, Masaru (1997) “Mosimosi, kippu-o otosare masita yo: Shuu Zyosi yo o tukau koto no imi 
(Excuse me, you dropped your ticket down: Significance of Use of Sentence-Final Particle yo),” 
Gekkan Gengo 2, 62-67. 
Katagiri, Yasuhiro (1995) “Shuu Zyosi niyoru Danwa Tyoosee (Discourse Adjustments by 
Sentence-Final Particles),” Gekkan Gengo 24, 38-45. 
 
38 
 
Kato, Shigehiro (2001) “Bunmatu Zyosi ne yo no Danwa Koosee Kinoo (Discourse Structural 
Functions of Sentence-Final particles ne and yo),” Toyama Daigaku Zinbungakubu Kiyoo 35, 
31-48. 
Kamio, Akio (1990) Zyoohoo no Nawabari Riron: Gengo no Kinooteki Bunseki (The Theory of 
Territory of Information: A Functional Analysis of Language), Taishuukan Shoten.   
Kinsui, Satoshi (1991) “Dentatu no Hatuwa Kooi to Nihongo no Bunmatu Keesiki (A Speech Act of 
Conveyance and Japanese Forms of End of Sentences),” Koobe Daigau Bungakubu Kiyoo 18, 
23-41. 
Kinsui, Satoshi and Yukinori Takubo (1991) “Danwa Kanri Riron ni Motoduku yo ne yone no 
Kenkyuu (The Investigation of yo, ne and yone Based on the Theory of Discourse 
Management),” Onsee niyoru Ningen to Kikai no Taiwa, ed. by Shuji Doshita et al., 257-271. 
Lakoff, Robin (1973) “The Logic of Politeness; or Minding Your P's and q's,” CLS 9, 292-305. 
Levinson, Levinson C. (1983) Pragmatics, Cambridge, New York. 
Lee, Chungmin (1973) “May I Talk about ‘Embedded Performatives’?,” Linguistic Inquiry 4, 
545-546. 
Masuoka, Takasi (1991) Modariti no Bunpoo (The grammar of Modality), Kurosio Shuppan, Tokyo. 
Oso, Mieko (1986) “Goyoo Bunseki 1 ‘Kyoo wa ii tenki desu ne.’-‘Hai, soodesu.’ (An Analysis of 
abusage ‘It is good weather, you know.’ ‘Yes, it is.’),” Nihon Gogaku, 5, 9, 91-94. 
Oso, Mieko (2005) “Shuu Zyosi yo ne yone Saikoo: Danwa Koopas ni Motoduku Koosatu 
(Reconsideration of Sentence-Final Particles yo, ne and yone: Consideration Based on Discourse 
Corpus),” Gengo Kyooiku no Sintenkai, ed. by Osamu Kamada et al., Hitudi Syobo, Tokyo. 
Quirk, Randolph, Sidney Greenbaum, Geoffrey Leech, and Jan Svartvik (1985) A Comprehensive 
Grammar of the English Language, Longman, London. 
39 
 
Sources cited 
 
Murakami, Haruki (1989) Noruwei no Mori Joo, Kodansha Bunko, Tokyo. Translated by Alfred 
Birnbaum (1989) Norwegian Wood I. Kodansha English Library, Tokyo. 
Murakami, Haruki (1989) Noruwei no Mori Ge, Kodansha Bunko, Tokyo. Translated by Alfred 
Birnbaum (1989) Norwegian Wood II. Kodansha English Library, Tokyo. 
Murakami, Haruki (2002) Umibe no Kahuka, Shincho Bunko, Tokyo. Translated by Philip Gabriel 
(2005) Kafka on the Shore, The Harvill Press Vintage, London. 
Yoshimoto, Banana (1988) Kittin, Kadokawa Bunko, Tokyo. Translated by Megan Backus (1993) 
Kitchen, Grove Press, New York. 
